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Webページ動的生成システムの構成

Dynamic Generation System of Web Pages

The present paper describes a dynamic generation system of web pages. The hardware and software used
for constructing the web server are explained. The dynamic web page generation is applied for listing home
pages of the students. Benefits of the dynamic generation are discussed in comparison with the static web
pages.

1．はじめに

　インターネットは社会に広く広まりつつあ
るが、なかでも WWW（World Wide Web、
以下Webとする）によるページ閲覧機能は、
電子メールとともにインターネットの爆発的
な普及のきっかけとなった。Web 閲覧は、
「ホームページ」 の名称で一般に広く浸透して
おり、インターネットとはWeb閲覧のことで
あるとの誤解が広まっていることは、その普
及を示している。HTML（Hyper Text
Markup Language）によって記述された
ページ要素を画像として画面に表示するWeb
は、他ページへの参照が容易に行えるリンク
機能とともに、データの公開や蓄積に有用で
ある。さらに、近年では検索をはじめとして、
情報交換や電子商取り引き等の機能的なサイ
トの構築などが成されており、現代社会のイ
ンフラストラクチャーとしての位置を占めつ
つある。
　これらの機能的なWebページ、Webサイ
トを構築するためには、単にHTMLで記述し
たページを閲覧できるだけではなく、ブラウ
ザからデータをサーバー側に送信したり、そ
の場の状況に応じた適切なページを生成して
表示することのできる、Webページの動的生
成技術が重要であり、国内外で研究・開発が
進められている。ここでは、学内の教育に用
いることを目的として、Webページの動的生
成システムを構成し、学生の学内向けホーム
ページリストへ適用した結果について報告す
る。

2．Webページの動的生成

　比較のために、まず静的なWebページ閲覧
の概要を図 1（a）に示す。閲覧者が使用して
いるWebブラウザプログラム（以下ブラウ
ザ）に閲覧するページのURLを指示すると、
URLで指定されたアドレスのサーバに、指定
されたページを送付するように要求を送信す
る。要求を受信したWebサーバは、配下にあ
るHTML で記述されたWeb ページを含む
ファイル群から、指定されたファイルをブラ
ウザに送信する。ブラウザは、送信されてき
たHTML文に基づき、画面イメージを構成し
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文化政策学部文化政策学科
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and Management
Department of Regional
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て閲覧者に表示する。このように、静的な
Webページ閲覧ではあらかじめディスクに格
納されていたファイルを送信する。このため、
概念としては紙の書類を繰って閲覧すること
に相当すると考えることもできる。
　次に、Webページの動的生成の概念を図 1
（b）に示す。閲覧者のブラウザがWebサーバ
にページを要求するところまでは静的な閲覧
と同じだが、この場合にはWebサーバはペー
ジを送信するのではなく、指定された外部プ
ログラムを起動し、ブラウザのページ要求に
付属していたパラメータを引き渡す。起動し
た外部プログラムは、パラメータを解析した
後、必要に応じて設定ファイルの参照やデー
タベースの検索を行い、その結果を得る。こ
の結果に基づき、外部プログラムはページを
構成するためのHTML文を生成し、これを
Webサーバに引き渡す。Webサーバは、こ
の生成されたHTML文をブラウザに送信し、
ブラウザによって閲覧者に表示することにな
る。このように、閲覧者のブラウザ操作をト
リガーとしてサーバ側でプログラムを起動し、
このプログラムが生成したWebページを表
示するのがWebページの動的生成である。
　このようなしくみを用いることにより、あ
らかじめ準備しておいた静的なWebページ
を閲覧する場合とは異なり、閲覧者がブラウ
ザ操作したときの状況に応じて、様々な応答
が可能になるのがWebページ動的生成の特

図 1（a）
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徴である。この応用例としてはWebページの
検索機能や、アンケート収集機能、通信販売
機能、掲示板機能などがあげられる。この
Webページの動的生成は、Webを用いたCAI
教育にも有用であると考えられる。たとえば、
学生が教材を閲覧する場合においても、ただ
単に静的なWebページで教材を提供し閲覧
させるだけではなく、個々の学生がどのペー
ジまで閲覧したかを把握したり、教材中に小
テストを設け、それらの結果から判定される
理解度に応じて、教材の種類を変えたりする
など、機能的なCAI教育を行うことが可能に
なると考えられる。
　
3．システムの構成

　前節で述べた、ページを動的に生成する
Webサーバを構成するために、以下のハード
ウエアおよびソフトウエアを準備した。ハー
ドウエアとしては、構成を自由に選択するこ
とができ、組み立ておよびメンテナンスが容
易で、比較的低コストなPC互換機を用いた。
これにより、サーバに適したシステム構成を
選ぶことにより、無駄な部品を省いてシステ
ムの安定性を向上させた。マザーボードには、
サーバ用製品を多種提供している台湾Tyan
社のTrinity 400を用いた。CPUには米Intel
社製Celeronをクロック周波数333MHzで
動作させ、メモリは512Ｍバイト、ディスク
は20Gバイトとした。メモリは比較的大容量

を用い、多数のアクセスにも安定した性能が
得られるようにした。イーサネットには米
Intel社製Ether Express 100を用いた。グ
ラフィックカードには信頼性を重視して米
MGA社のG200を用いたが、サーバ用途と
しては本質的な部分ではない。サウンドカー
ドやフロッピーディスクドライブなどは省略
し、サーバ向けの単機能なハードウエア構成
に留めた。
　ソフトウエアシステムの基盤となるオペ
レーティングシステム（OS）としては、UNIX
系のOSの一つであるFreeBSD［1］を用いた。
ハードウエアとしてPC互換機を選択したこ
とから、OSの選択肢としては大きく分けて
米Microsoft社のWindowsNT系のOSか、
米ベル研究所で開発されたUNIX系のOSの
二つが考えられる。ここでは、最終的な利用
目的がインターネットにおけるWebサーバ
であること、そのために要求されるアプリ
ケーションソフトウエアの多くがUNIXベー
スで開発されており、Windowsベースのも
のに比べて安定度が高いこと、多くのUNIX
系のOSやアプリケーションソフトウエアの
多くがオープンソフトウエア方式によって開
発されており、システムの不具合に対する修
正やセキュリティーホールが発見された場合
の対処が早いこと、またWindowsベースの
システムはセキュリティホールが多数報告さ
れており、これらに対する対処に多くの労力
を要する可能性があることなどから、UNIX

図 1（b）
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系のOSに決定した。PCで動作するUNIX系
のOSには、米SUN社のSolaris、米SCO
社のSCO UNIXなどをはじめとする商用の
製品が数多く存在するが、システムの不具合
やセキュリティホールに対する対処を考え、
オープンソース方式で開発されたUNIXであ
るLinuxおよびBSD系OSから選択すること
とした。最終的にFreeBSDに決定したのは、
Linuxに比べてBSD系はサーバとして用い
られてきた期間が長いことによる。またBSD
系のOSからFreeBSDを選択したのは、OS
自体の入手性を考慮した結果である。
　サーバを構成するアプリケーションソフト
ウエアも、オープンソース方式で開発されて
いることを重視して選択した。Webサーバと
してはapache［2］、SQLデータベースサーバ
としては mysql［3］を用い、プログラム記述
言語としては、perl［4］と PHP［5］を用いた。
プログラムおよびデータベースへのデータ格
納に用いる日本語文字コードのエンコーディ
ング方式はEUC-JP（Extended UNIX
Code）を用いた。通常日本のパーソナルコン
ピュータで用いられているエンコーディング
方式であるシフトJISとは異なり、EUC-JP
は米国の文字コードであるUS-ASCIIと重複
するコードに文字を割り当てていないため、
プログラミング上で発生する可能性のある問
題を回避できる。また、日本語対応している
Webブラウザは、そのほとんどがEUC-JPに
対応しているため実用上の問題は少ないと考
えられる。
　

4．適用例

　前節で構成した動的Webページ生成シス
テムの適用例として、「学生のホームページリ
スト」を製作した。図2左に示すリストから
所定の入学年度および学科を選んで選択する
か、下部の検索項目に学生の氏名を入力する
と、該当する年度の学科の学生、あるいは氏
名の部分一致検索によってマッチングした学
生が、それぞれ学内向けに作成しているWeb
ページへのリンクのリストが表示されるよう
になっている。これらのページは、以下のよ
うに生成している。
　データベースは、学生の学籍番号、氏名、学
部、学科、入学年度をそれぞれフィールドと
して持ち、学生ごとにレコードを割り当てて
いる。Webページ上で学科および入学年度が
指定されると、呼び出された外部プログラム
がデータベースに対して該当する学科および
入学年度、または指定された文字列が氏名に
部分一致するレコードを検索する。外部プロ
グラムは、得られた結果リストをテーブルに
含むようなHTML文を生成する。このとき、
学籍番号に基づいて各学生のホームページの
URLを自動的に生成する。生成したHTML文
をWebサーバー経由でブラウザに送信する
ことにより、閲覧者の画面上にリストが表示
されることになる。
　各学科、入学年度毎に静的なWebページを
作成し、これらのページに対するリンクで構
成する場合に比べて、上記の方法で動的に
Webページを生成することによる利点を以下
に示す。

図 2
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（1）年度が変わって学生が入学してきたとき
には、新たな学生のリストをデータベース
に入力して検索条件のリンクを設定するだ
けでよく、新たなページを作成する必要が
ない。 静的ページの場合には、入学学生人
数分の表作成およびリンク設定を行う必要
がある。

（2）ページを作成した後の、転学科、退学等
に伴うデータのメンテナンスを、データ
ベース操作ツールによって容易に行うこと
ができる。静的ページの場合には、テキス
トエディタまたはHTMLエディタによって
この作業を行なうことになるが、専用ツー
ルによるデーターベース操作に比べて作業
性に劣る。

（3）各学生のホームページへのリンクを、学
籍番号からプログラムによって自動生成す
ることが可能である。静的ページで構成す
る場合には、各ページのURLを設定する必
要がある。

（4）上記で説明した、氏名による検索と結果
に基づく表作成を容易に行うことができる。
静的ページの場合は検索機能の実現は容易
ではない。

（5）プログラムの変更により、例えば実際に
Webページを有している学生のみをリスト
アップするなどの高機能化を進めていくこ
とができる。

ここで示した「学生ホームページリスト」を
講義中にとりあげ、実際に教室内の学生に利
用させてページの閲覧や検索等を行わせた。
60名程度の学生が同時にアクセスを繰り返
しても、動作遅延やアクセスエラーが発生す
ることはなかった。また、これらのページは
学内一般に公開しており、学生や教職員が学
生の製作したホームページを閲覧する場合の
目次として利用されている。このように、構
成したシステムが正常に動作し、学内からの
アクセスに対しては十分な性能を有している
ことが示された。ここで示した例では、プロ
グラムの記述言語にはPHPを用いた。PHP
はデータベースアクセス関数を有しているこ
と、またWebサーバとのパラメータのやり取
りを自動で行ってくれることから、Webペー
ジの動的生成に適している。しかしながら、近

年の高級言語に見られるような厳密な構文
チェックや変数の宣言等の機能を欠くことか
ら、例えばCAIシステムのような大規模なシ
ステムを構築していくにはやや問題があると
考えられる。このような目的には、米SUN社
のJava言語のように、上記の機能やオブジェ
クト指向プログラミングの可能な言語を用い
ることが必要になると考えられる。

5．まとめ

　ここでは、Webページの動的生成について
説明し、構成したサーバのハードウエアおよ
びソフトウエアについて述べた。動的生成の
適用例として「学生のホームページリスト」に
ついて述べ、静的なページを用いた場合と比
較して特徴を論じた。
　本研究は、静岡文化芸術大学特別研究費
（テーマ研究）の支援を受けた。
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